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概要
（１）目的

（２）対象及び方法

判定 承認

1：S. communeがABPMの一因になること。
2：S. communeのABPMの特徴。
3：その他S. communeが関与している呼吸器疾患の特徴を検討する。

後方視的研究、観察研究

2012年4月1日から2024年3月末までの期間に、気管支鏡検査および略痰検査でS.communeが
培養陽性となった症例。
　電子カルテより、検体の種類、初回検出時の年齢，性別，喫煙歴、症状，併存症，既往
症，画像所見、同検体の培養検査で一緒に認められた菌，最終診断について参照し解析を
行う．気管支鏡検査で S.communeが培養陽性となった症例については気管支鏡検査所見の
参照を行う。
　画像所見については、初回検出時に最も近い胸部CT画像について診療録や読影レポート
をもとに所見を評価する。

 (３)実施場所及び実施期間
実施場所：茨城東病院　319-1113　茨城県那珂郡東海村照沼825
症例集積期間：2012年4月1日～2024年3月31日
解析期間：試験実施に関する決定通知発行後～2026年3月31日まで
総研究期間：倫理委員会承認日～2026年3月31日

　本審査は全員一致で承認された

委員会審議 令和7年2月17日
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2
「気管支鏡検査および喀痰検査でSchizophyllum　communeが培養陽性となった症例の検
討」

研究の概要


